Ukiti(浮地) and Watariti(渡り地） of the Castle Town Echizen Ohno(越前大野) in the Middle of the Edo Period by 渡邊, 秀一
江戸中期の越前大野における浮地と渡り地
「渡り地浮地御絵図」の理解にむけて






































































































































































































































































































































































































































































③ 光明寺地 空き地 渡り地
浮 地 渡り地
屋敷地



































野市歴史民俗資料館編（1994）『絵図が語る大野 城 町 村』に掲載されている。
⑺ 前掲⑵、2001a。
⑻ 福井県編（1990）『福井県史 資料編16上 絵図・地図』。なお、『県史』編纂中に、同絵図の袋
が発見された。そこには「享保八年 渡り地浮地絵図 浮地庄屋与左衛門」と記されていた。
同絵図には内題がないため、袋題を当該絵図の絵図名とする。また、同絵図の写真版が『絵図
が語る大野 城 町 村』に掲載されている（大野市歴史民俗資料館編（1994）『絵図が語る大
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江戸中期の越前大野における浮地と渡り地（渡邊秀一)
野 城 町 村』，pp26）。
⑼ 福井県編（1990）『福井県史 資料編16上 絵図・地図―解題・解説―』pp38－39。
国史大辞典編纂委員会編（1980）『国史大辞典２』.吉川弘文館.pp51。
大野市史編さん委員会編（1985）『大野市史 史料総括編』、大野市、pp404－441。
「地方御用留」（大野市史編さん委員会編1984『大野市史 藩政史料編』、大野市、所収）
pp202。
前掲 、pp209。
前掲⑵、2001a、pp87。
『県史』はこれを「藩有地」としたが、浮地庄屋の管理下にある以上、藩有地という表現は適
切なものとは思われない（前掲９）。
前掲 、pp217。
前掲 、pp222。
前掲 、pp223。
前掲 、pp225。
前掲 、pp225。
光明寺文書、文政５年８月「一札之事」（大野市史編さん委員会編（1978）『大野市史 社寺文
書編』、大野市、所収）、pp135。
前掲 、pp163。
藩士に渡り地が与えられた理由については、これを検討するための資料を欠くため、明らかで
はない。しかし、越前大野に入封当時の土井家の家臣団は足軽まで含め863名に達し、知行・扶
持の合計は15500石と1674両にもなって、大野藩の石高に比べ過剰であったと言われている（三
上一夫（1976）「大野藩」（児玉幸多・北島正元監修『新編物語藩史 第６巻』、新人物往来社、
所収）pp160）。実際、享保期の家臣団の家禄は入封時に比べ大きく減少している。渡し地はこ
うした家臣団の経済的支援として与えられていたと考えるのが、現時点では妥当であろう。
前掲 、pp156。
前掲 、pp228。
前掲 、文政６年３月19日条、pp200－201。
前掲 、文政６年３月22日条、pp201。
前掲 、pp186。
前掲 、pp225。
前掲 、天明８年４月12日条、pp144－145。および、同天保９年６月条、pp226－227。
（わたなべ ひでかず 歴史文化学科)
2010年10月12日受理
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